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北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
29

年
２
月
２
日
及
び
３
日
の

両
日
、
森
林
・
林
業
に
係
わ
る
技
術
情
報
等
の
交
換
を
図
る
た
め
、

北
海
道
庁
、
市
町
村
、
高
校
等
の
発
表
を
含
め
た
「
北
の
国
・
森

林
づ
く
り
技
術
交
流
発
表
会
」
を
北
海
道
大
学
「
学
術
交
流
会
館
」

で
開
催
し
ま
し
た
。 

２
日
に
は
、
「
森
林
保

全
部
門
」
、
「
森
林
技
術

部
門
」
、
「
森
林
ふ
れ
あ

い
部
門
」
に
つ
い
て
の
25

課
題
の
一
般
発
表
が
あ

り
、
３
日
に
は
、
「
森
林

技
術
部
門
」
及
び
「
森
林

ふ
れ
あ
い
部
門
」
に
つ
い

て
の
14

課
題
の
一
般
発

表
及
び
、
森
林
総
合
研
究
所
北
海
道
支
所
及
び
同
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
北
海
道
育
種
場
、
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
林
業
試
験
場
か

ら
３
課
題
の
特
別
発
表
が
あ
り
、
そ
の
後
、
一
般
社
団
法
人
日
本

Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会 

河
合
誠 
氏
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

２
日
間
で
延
べ
約

570

名
の
来
場
者
の
中
、
発
表
で
は
各
地
域
で

積
み
重
ね
て
き
た
成
果
と
し
て
、
「
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
に
向

け
て
放
つ
４
本
の
矢
」
～
①
一
貫
作
業
②
コ
ン
テ
ナ
苗
③
低
密
度

植
栽
④
天
然
更
新
～
」
、
「
将
来
の
森
林
づ
く
り
を
担
う
人
材
育

成
へ
の
貢
献
～
森
林
・
林
業
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
～
」
、

「
最
北
の
海
岸
防
災
林
施
業
モ
デ
ル
～
造
成
50

年
を
経
て
更
な

る
機
能
発
揮
へ
の
取
組
と
検
証
～
」
な
ど
の
課
題
が
発
表
さ
れ
、

会
場
か
ら
は
各
課
題
に
対
し
て
多
く
の
質
問
や
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
北
海
道
旭
川
農
業
高
等
学
校
、
北
海
道
帯
広
農
業
高
等

学
校
か
ら
大
人
顔
負
け
の
優
れ
た
発
表
が
あ
り
、
会
場
か
ら
は
賞

賛
の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。 

（
技
術
普
及
課
） 

開催にあたり挨拶する 
渕上 北海道森林管理局長 

（写真：十勝西部森林管理署東大雪支署 発表の様子）

平成 28 年度 

北の国・森林づくり技術交流発表会 
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CLT 工法について 
～情況と今後の展開～ 

一般社団法人日本CLT協会 

専務理事 河合 誠 氏 

特別講演 

局長賞（最優秀賞） 

森林技術部門 

再造林の低コスト化に向けて放

つ 4 本の矢 

上川南部森林管理署

局長賞（最優秀賞） 

森林ふれあい部門 

将来の森林づくりを担う人材育

成への貢献 

十勝西部森林管理署

局長賞（最優秀賞） 

森林保全部門 

最北の海岸防災林施業モデル 

宗谷森林管理署 

局長賞（優秀賞） 

森林保全部門 

シマフクロウにやさしい森づくり 

根釧西部森林管理署 

局長賞（優秀賞） 

森林ふれあい部門 

地域貢献に向けた取組み 

上川北部森林管理署

局長賞（優秀賞） 

森林技術部門 

優良広葉樹材の生産に向けた二

次林の活用について 

日高南部森林管理署

最優秀賞・優秀賞のみなさん 

※各部門の受賞は、北海道森林管理局ホームページをご覧ください。 

審査委員からも適切な 
アドバイスがありました 

熱心に発表を聞き入る 
会場のみなさん 

表彰を受ける発表者 
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当
署
は
北
海
道
の
中
央
南

西
部
に
位
置
し
、
日
高
山
脈

の
北
西
部
の
約
10

万
ha

の
国

有
林
を
管
理
経
営
し
て
お
り

ま
す
。 

管
内
を
南
西
方
向
に
流
れ

る
沙
流
川
は
、
日
高
山
脈
の

熊
見
山
を
源
に
、
途
中
で
幌

尻
岳
を
源
と
す
る
糠
平
川
等

の
支
流
と
合
流
し
、
日
高
町

門
別
地
区
で
太
平
洋
に
注
い

で
い
ま
す
。
こ
の
沙
流
川
周

辺
に
広
が
る
国
有
林
は
、
昨

年
夏
の
数
度
の
台
風
等
に
見

舞
わ
れ
、
林
道
等
は
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
森
林
施
業
等

の
円
滑
な
実
施
に
支
障
が
生

じ
ま
し
た
。 

特
に
、
昨
年
８
月
下
旬
の

台
風
10

号
で
は
国
道

274

号
線

の
橋
が
落
ち
、
日
高
町
千
栄

地
区
の
住
民
が
一
時
孤
立
状

態
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
有

林
の
ホ
ロ
ナ
イ
林
道
を
利
用

し
て
無
事
避
難
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

列
状
間
伐
等
の
普
及
推
進 

当
署
管
内
の
森
林
の
７
割

が
国
有
林
で
、
間
伐
を
中
心

に
木
材
の
安
定
供
給
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
民
有

林
は
、
比
較
的
大
規
模
な
会

社
有
林
が
多
い
こ
と
か
ら
、

他
の
日
高
地
方
と
比
較
し
て

搬
出
間
伐
は
進
ん
で
い
ま
す

が
、
列
状
間
伐
の
実
施
状
況

は
、
日
高
地
方
の
他
地
区
と

同
様
に
１
割
に
満
た
な
い
状

態
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善

す
る
た
め
、
日
高
振
興
局
森

林
室
、
同
平
取
事
務
所
や
日

高
南
部
森
林
管
理
署
と
共
同

で
森
林
組
合
へ
の
支
援
と
し

て
意
見
交
換
を
行
い
、
「
搬
出

間
伐
の
推
進
に
は
、
団
地
化

に
よ
る
施
業
集
約
と
作
業
効

率
の
良
い
路
網
の
配
置
等
を

森
林
所
有
者
に
採
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
メ
リ
ッ
ト
や

取
組
事
例
を
普
及
す
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
」
と
の
結
論

と
な
り
、
10

月
に
新
冠
国
有

林
で
、
搬
出
間
伐
等
の
検
討

会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

検
討
会
で
は
、
搬
出
間
伐
の

メ
リ
ッ
ト
等
国
有
林
の
取
組

み
の
説
明
が
十
分
に
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後

も
引
き
続
き
地
域
の
森
林
所

有
者
が
積
極
的
に
、
搬
出
間

伐
等
を
導
入
し
て
い
け
る
よ

う
日
高
振
興
局
森
林
室
と
連

携
を
密
に
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

バ
イ
オ
マ
ス
の
安
定
供
給 

道
央
地
域
で
は
昨
年
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
本
格
稼

働
を
始
め
た
ほ
か
今
後
、
更

に
発
電
所
が
稼
働
す
る
こ
と

か
ら
、
発
電
用
チ
ッ
プ
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

当
署
で
は
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
の
安
定
供
給
の
取

組
と
し
て
、
昨
年
か
ら
林
地

未
利
用
材
の
情
報
発
信
と
販

売
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

本
年
度
は
素
材
シ
ス
テ
ム

販
売
や
初
回
間
伐
を
中
心
と

し
た
伐
採
計
画
の
見
直
し
な

ど
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の

利
用
を
視
野
に
入
れ
た
間
伐

箇
所
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。 

一
方
、
こ
れ
ら
の
追
加
指

定
し
た
箇
所
で
は
８
月
の
台

風
等
に
よ
り
林
道
等
が
被
災

し
、
そ
の
復
旧
工
事
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
引
き
続
き
対
応
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

民
国
連
携
し
た
施
業
の
実
施 

民
有
林
と
国
有
林
の
効
率

的
な
路
網
整
備
は
、
間
伐
等

の
森
林
整
備
の
推
進
に
は
必

要
不
可
欠
で
す
。 

こ
の
た
め
、
民
有
林
・
国

有
林
の
情
報
を
網
羅
し
た
共

通
図
面
の
作
成
を
日
高
振
興

局
森
林
室
平
取
事
務
所
と
検

討
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
ず
、
手
始
め
と
し
て
、

現
在
民
有
林
林
道
の
把
握
の

た
め
町
村
職
員
を
含
め
た
Ｇ

Ｐ
Ｓ
研
修
を
企
画
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
共
、
地
域
林
業
の
活

性
化
の
為
に
民
有
林
と
連
携

を
進
め
て
参
る
考
え
で
す
。

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組 

日
高
北
部
森
林
管
理
署 

落橋した千呂露橋 
（日高町） 

バイオマス資源予定地 
（日高町） 

搬出間伐の検討会 
（新冠町） 
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森林技術・支援センター

今
回
は
、
森
林
技
術
・
支

援
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
で

い
る
技
術
開
発
課
題
の
中
か

ら
、
「
北
海
道
国
有
林
に
お
け

る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
効
果
の
検

証
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

は
じ
め
に 

コ
ン
テ
ナ
苗
と
は
、
苗
木

を
育
て
る
孔
が
多
数
あ
る
ト

レ
イ
（
コ
ン
テ
ナ
）
で
育
て

た
苗
の
こ
と
で
す
。 

小
形
軽
量
で
、
根
が
密
に

張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
、

植
付
け
時
に
崩
れ
に
く
く
、

導
入
に
当
た
っ
て
は
従
来
の

裸
苗
と
比
較
し
て
、
①
成
長

が
良
い
②
活
着
が
良
い
③
植

栽
時
期
が
拡
大
す
る
④
植
栽

効
率
が
良
い
等
の
期
待
が
持

た
れ
て
い
ま
し
た
。 

北
海
道
で
は
、
平
成
21

年

度
か
ら
コ
ン
テ
ナ
苗
の
育
苗

が
始
ま
り
、
現
在
で
は
道
内

の
全
24

の
森
林
管
理
署
で
植

栽
さ
れ
、
総
植
栽
本
数
は
平

成
27

年
度
末
ま
で
に
約
23

万

本
に
達
し
て
い
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
局
森

林
整
備
第
一
課
と
連
携
し
て
、

各
署
に
お
け
る
調
査
デ
ー
タ

を
集
積
し
、
造
林
・
保
育
コ

ス
ト
の
低
減
等
に
向
け
た
コ

ン
テ
ナ
苗
の
効
果
を
検
証
し

ま
し
た
。 

調
査
概
要 

道
内
各
署
に
お
い
て
、
ト

ド
マ
ツ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
・

カ
ラ
マ
ツ
等
の
コ
ン
テ
ナ
苗

と
裸
苗
の
植
栽
試
験
区
を
設

け
て
、
苗
木
の
種
類
（
苗
木

規
格
・
コ
ン
テ
ナ
容
器
サ
イ

ズ
）
や
植
栽
時
期
の
違
い
に

よ
る
、
苗
木
形
状
の
変
化
・

活
着
率
・
成
長
傾
向
等
を
調

査
分
析
し
ま
し
た
。 

調
査
結
果 

①
初
期
成
長

ト
ド
マ
ツ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ

ツ
の
植
栽
後
２
年
の
樹
高
成

長
量
を
比
較
す
る
と
、
裸
苗

よ
り
コ
ン
テ
ナ
苗
の
樹
高
成

長
量
が
大
き
い
試
験
区
が
多

い
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
植

栽
時
点
（
苗
木
規
格
）
で
コ

ン
テ
ナ
苗
の
樹
高
が
小
さ
く
、

そ
の
差
を
２
年
で
埋
め
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。 

②
活
着
率
（
植
栽
後
の
生
存
率
） 

気
象
害
（
寒
風
害
等
）
と

野
ネ
ズ
ミ
の
食
害
を
受
け
た

箇
所
で
は
、
裸
苗
の
被
害
割

合
が
大
き
く
活
着
率
が
低
下

し
、
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
気
象

害
等
を
軽
減
で
き
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。 

植
栽
１
年
後
の
比
較
で
は
、

コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
着
率
が
高

く
な
り
ま
し
た
。 

③
夏
期
植
栽
の
可
能
性

裸
苗
の
植
栽
は
、
春
と
秋

が
適
期
で
す
が
、
コ
ン
テ
ナ

苗
の
、
春
・
夏
・
秋
に
植
栽

し
た
箇
所
の
活
着
率
・
樹

高
・
根
元
径
の
調
査
で
は
、

特
に
ト
ド
マ
ツ
・
ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
が
、
ど
の
時
期
で
も
同

程
度
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

④
植
栽
効
率

裸
苗
の
植
栽
で
は
、
鍬
（
ク

ワ
）
を
使
用
し
ま
す
が
、
コ

ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
に
は
、
専

用
の
植
付
け
器
具
（
ス
ペ
ー

ド
・
デ
ィ
プ
ル
・
プ
ラ
ン
テ

ィ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
等
）
を
使

用
し
ま
す
。 

功
程
調
査
（
千
本
の
植
付

け
に
要
す
る
延
べ
人
数
）
の

結
果
、
裸
苗
の
植
栽
よ
り
、

コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
の
方
が

高
効
率
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
鍬
に
よ
る
植
栽
の

場
合
は
、
個
人
の
技
術
に
よ

る
差
が
現
れ
ま
す
が
、
コ
ン

テ
ナ
苗
の
植
栽
で
は
、
専
門

の
技
術
が
な
く
て
も
簡
単
か

つ
、
高
い
効
率
が
期
待
で
き

ま
す
。 

ま
と
め 

今
回
の
調
査
で
は
、
北
海

道
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の

効
果
と
し
て
、
活
着
の
良

さ
・
夏
期
植
栽
可
能
・
植
栽

効
率
の
良
さ
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。 

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
現
状
で

は
、
価
格
が
割
高
で
ま
た
、

初
期
成
長
で
の
優
位
性
は
確

認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

活
着
の
良
さ
を
生
か
し
た
低

密
度
植
栽
、
夏
期
植
栽
、
大

型
機
械
を
使
用
す
る
一
貫
作

業
（
伐
採
・
地
拵
・
植
付
）

の
採
用
等
、
現
地
の
状
況
に

合
わ
せ
た
活
用
方
法
に
よ
り
、

造
林
作
業
の
軽
労
化
、
作
業

期
間
の
平
準
化
や
、
コ
ス
ト

の
低
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

育苗中のコンテナ苗 
（長沼町の石田農園） 

コンテナ苗用の植付け器具各種 
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宗
谷
森
林
管
理
署
豊
富
森

林
事
務
所
は
平
成
28

年
４
月

１
日
よ
り
宗
谷
管
内
豊
富
担

当
区
（
豊
富
町
）
に
加
え
て

幌
延
担
当
区
（
幌
延
町
）
の

国
有
林
を
管
轄
す
る
こ
と 

と
な
り
、
合
計
約
２
３
，
０

０
０
ha

を
管
理
し
て
い
ま
す
。 

 

豊
富
町
は
酪
農
の
町
で
す

が
日
本
最
北
端
の
温
泉
郷
で

あ
る
「
豊
富
温
泉
」
や
利
尻
・

礼
文
・
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園

の
一
部
で
も
あ
る
「
稚
咲
内

砂
丘
林
」
が
あ
り
ま
す
。 

幌
延
町
も
酪
農
の
町
で
、

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処

理
の
研
究
施
設
が
あ
り
、
国

有
林
に
お
い
て
も
研
究
計
画

の
化
学
分
析
に
用
い
る
砂

泥
・
水
・
ガ
ス
の
採
取
等
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
近
年
は
両
町
に
お

い
て
も
風
力
発
電
が
盛
ん
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
国
有
林

内
外
を
問
わ
ず
に
風
力
発
電

施
設
が
建
設
・
稼
動
さ
れ
て

い
ま
す
。 

人
工
林
を
管
理
し
て
い
く

上
で
重
要
な
作
業
の
ひ
と
つ

に
、
植
林
し
た
樹
木
に
光
を

与
え
る
た
め
に
間
引
い
て
い

く
「
間
伐
」
が
あ
り
ま
す
。 

森
林
官
は
直
接
木
を
伐
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

事
業
を
請
負
っ
た
会
社
等
に

対
し
、
監
督
者
と
し
て
現
場

を
見
回
っ
た
り
、
必
要
な
指

示
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

伐
採
さ
れ
た
木
材
は
建
築

材
や
製
紙
原
料
・
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
に
有
効
利
用
さ
れ
て

い
き
ま
す
。 

 

管
内
に
は
国
立
公
園
で
も

あ
る
「
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
」
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
省
・

開
発
局
等
と
連
携
し
て
自
然

再
生
な
ど
の
普
及
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

近
年
、
管
内
で
も
エ
ゾ
シ

カ
の
個
体
数
の
増
加
に
よ
り

稚
樹
や
樹
皮
を
食
べ
ら
れ
る

被
害
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
国
有
林
内
に
お
い
て
わ
な

を
仕
掛
け
て
捕
獲
し
て
い
ま

す
。 草

本
類
等
の
エ
サ
が
少
な

く
な
る
冬
期
間
に
、
フ
ェ
ン

ス
内
に
餌
を
置
い
て
十
分
に

寄
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
ゲ

ー
ト
を
閉
じ
て
捕
獲
し
て
い

ま
す
。 

 

森
林
事
務
所
で
は
入
林
者

へ
の
入
林
対
応
業
務
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
も｢

国
有
林
の
窓
口｣

と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
地

域
に
根
ざ
し
た
森
林
事
務
所

を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。 

宗谷森林管理署 豊富森林事務所 
首席森林官 

（豊富・幌延担当区） 
小林 正志

稚咲内砂丘林（豊富町）

オトンルイ風力発電（幌延町） 

間伐実施現場（豊富町） 自然再生の普及活動 

エゾシカ誘引捕獲事業（豊富町） 

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業 

サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
の
保
全
の
取
組 

稚
咲
内
国
有
林

エ
ゾ
シ
カ
誘
引
捕
獲
事
業

国
有
林
の
窓
口
業
務 
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広葉樹材の観察をする参加者 

【
網
走
南
部
森
林
管
理
署
】 

神
の
子
池
で
有
名
な
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
清
里
町
か
ら
、

町
有
林
（
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
）
の
除
伐
作
業
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
求
め
ら
れ
、
当
署
の
民
有
林
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を

代
表
し
て
森
林
総
合
監
理
士
で
も
あ
る
森
林
技
術
指
導
官

と
主
任
地
域
林
政
調
整
官
が
、
１
月
31

日
、
清
里
町
の
林
務

担
当
者
と
と
も
に
現
地
へ
赴
き
ま
し
た
。 

当
署
で
は
、
こ
れ
ま
で
国
有
林
が
培
っ
て
き
た
森
林
や
林

業
の
技
術
が
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
、
森
林
施
業
や

エ
ゾ
シ
カ
対
策
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
様
々
な
分

野
の
技
術
的
助
言
を
行
う
た
め
の
「
民
有
林
支
援
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
」
を
用
意
し
、
地
元
市
町
村
な
ど
か
ら

の
森
林
・
林
業
に
係
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

当
日
は
、
現
地
を
踏
査
し
て
状
況
を
把
握
し
た
後
、
森
林

技
術
指
導
官
よ
り
「
除
伐
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
、
育
成

目
的
の
樹
種
が
被
圧
さ
れ
て
衰
退
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
実
行
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」

ま
た
、
「
育
成
目
的
以
外
の
樹
種
で
あ
っ
て
も
、
植
生
が
少

な
い
箇
所
等
で
は
積
極
的
に
残
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
」
さ

ら
に
、
「
安
全
作
業
の
た
め
、
十
分
な
作
業
間
隔
を
確
保
し

て
作
業
す
る
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。 

今
後
も
、
今
回
の
よ
う
な
技

術
指
導
の
ほ
か
に
、
各
種
会
議

等
の
場
を
活
用
し
民
有
林
関
係

者
と
の
意
見
交
換
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
地
域
か
ら
一
層
求

め
ら
れ
る
森
林
管
理
署
と
な
る

た
め
、
民
有
林
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
の
さ
ら
な
る
研
鑽
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
十
勝
東
部
森
林
管
理
署
】 

１
月
６
日
、
当
管
理
署
敷
地
内

に
お
い
て
、
銘
木
市
（
め
い
ぼ
く

い
ち
）
に
出
品
す
る
前
の
広
葉
樹

材
（
シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
、
セ
ン
ノ
キ
、

カ
ツ
ラ
な
ど
）
を
利
用
し
て
、
民

有
林
関
係
者
を
対
象
に
広
葉
樹

材
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
民
有
林
関
係
者
で
も

間
近
で
有
用
広
葉
樹
材
等
を
見
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
こ
と

か
ら
説
明
会
を
企
画
し
た
も
の
で
、
十
勝
振
興
局
森
林
室
足

寄
事
務
所
、
足
寄
町
役
場
、
九
州
大
学
演
習
林
か
ら
計
７
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

当
署
で
は
健
全
な
森
林
整
備
、
保
安
林
等
の
適
切
な
管

理
・
保
全
等
を
推
進
す
る
た
め
、
森
林
整
備
事
業
に
よ
る
保

育
間
伐
、
誘
導
伐
及
び
天
然
林
受
光
伐
の
森
林
施
業
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
広
葉
樹
も
伐
採
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
一
部
は
、
旭
川
市
で
開
催
さ
れ
る
銘
木
市
に
有
用
広
葉
樹

の
一
般
材
を
中
心
に
出
品
し
て
い
ま
す
。 

通
常
、
銘
木
市
に
出
品
す
る
材
は
、
伐
採
現
場
か
ら
直
接

銘
木
市
の
開
催
地
に
運
搬
し
ま
す
が
、
今
回
は
早
期
に
現
場

か
ら
運
び
出
し
て
署
の
敷
地
に
一
時
的
に
保
管
し
、
運
搬
に

係
る
除
雪
経
費
の
節
減
を
図
っ
て

い
た
も
の
で
、
銘
木
市
の
開
催
に

合
わ
せ
て
ま
と
め
て
発
送
し
ま
す
。 

参
加
者
か
ら
は
、「
人
工
林
か
ら

も
こ
の
よ
う
な
径
級
の
広
葉
樹
が

伐
採
さ
れ
る
の
か
」
、
「
シ
ウ
リ
ザ

ク
ラ
が
銘
木
に
な
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」
と
の
感
想
も
聞
か
れ
、

最
後
に
銘
木
市
で
の
高
値
を
祈
念

し
ま
し
た
。 

「各地からの便り」の詳細は 検索森もりスクエア 

広
葉
樹
材
の
説
明
会
の
開
催 

民
有
林
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援 

銘木市に出品する丸太 

除伐作業についてのアドバイス 
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お
知
ら
せ 

森
林
・
林
業
見
学
会
を
開
催 

【
上
川
中
部
森
林
管
理
署
】 

 

１
月
16

日
に
、
当
署
管
内
上

川
国
有
林
や
当
麻
町
の
製
材
工

場
や
木
育
施
設
等
に
お
い
て
、

「
森
林
・
林
業
見
学
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。 

 

当
署
で
は
、
森
林
・
林
業
に

つ
い
て
体
験
・
学
習
す
る
機
会

の
提
供
や
、
木
に
ふ
れ
合
い
、

木
の
良
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う

「
木
育
」
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。 

今
回
の
見
学
会
は
、
山
で
伐

採
さ
れ
た
木
が
ど
の
よ
う
な
行

程
で
、
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

て
い
る
か
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
の
木
育
活
動
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。 

当
日
は
、「
森
林
の
現
状
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
森
林
の
見

方
や
主
伐
再
造
林
の
必
要
性
及

び
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
開
発
・
普
及
等
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

現
地
で
は
、
上
川
町
の
国
有

林
で
実
施
し
て
い
る
、
間
伐
作

業
箇
所
を
見
学
し
ま
し
た
。 

ハ
ー
ベ
ス
タ
の
コ
ク
ピ
ッ
ト

や
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
伐
倒
、

枝
払
い
及
び
採
材
、
グ
ラ
ッ
プ

ル
と
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
よ
る
集
材

作
業
な
ど
を
見
学
し
た
参
加
者

は
、
林
業
機
械
の
高
性
能
化
を

目
の
当
た
り
に
し
て
大
変
驚
い

た
様
子
で
、「
枝
払
い
が
気
持
ち

い
い
」
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

そ
の
後
、
当
麻
町
森
林
組
合

の
製
材
工
場
に
バ
ス
を
移
動
し
、

加
工
販
売
課
長
か
ら
概
要
の
説

明
を
い
た
だ
き
、
工
場
内
を
見

学
し
ま
し
た
。 

工
場
で
は
、
日
本
に
１
台
し

か
な
い
フ
ラ
ン
ス
製
の
製
材
機

械
や
製
材
に
な
る
ま
で
の
工
程

を
見
学
し
、
木
を
全
て
利
用
し 

て
い
る
こ
と
に
感
心
し
て
い
ま

し
た
。 

当
麻
町
の
木
育
拠
点
施
設
で

は
、「
く
る
み
な
の
木
遊
館
」
を

見
学
し
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、
当
麻
町
役
場
の

建
設
水
道
課
専
門
監
か
ら
、
平

成
28

年
３
月
に
竣
工
し
た
こ
の

施
設
の
建
築
ま
で
の
お
話
し
や

施
設
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
木
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
施
設
で
遊
び
な
が

ら
童
心
に
返
っ
た
様
子
で
し
た
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
広

大
で
大
変
豊
か
な
森
林
を
国
民

共
通
の
財
産
と
し
て
、
世
代
を

超
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
持
続
的
な

管
理
経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

よ
り
豊
か
な
姿
で
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
を
使
命
と
し
て

お
り
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
で
は
、「
公
売
・
入

札
情
報
」「
知
床
世
界
自
然
遺
産
」

「
エ
ゾ
シ
カ
対
策
」「
森
も
り
！

ス
ク
エ
ア
」
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

等
の
各
サ
イ
ト
内
に
お
い
て
北

海
道
国
有
林
の
情
報
を
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
。 

検索 北海道森林管理局 

平
成
28

年
度 

地
域
管
理
経

営
計
画
等
の
計
画
（
案
）
の
公

告
・
縦
覧
に
つ
い
て 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
森

林
計
画
区
に
お
け
る
国
有
林
野

の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
的

事
項
を
定
め
る
「
地
域
管
理
経
営

計
画
」
及
び
「
国
有
林
野
施
業
実

施
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
森
林
計
画
区
の
「
地
域
管
理

経
営
計
画
」
及
び
「
国
有
林
野
施

業
実
施
計
画
」
の
変
更
を
行
う
た

め
、
公
告
・
縦
覧
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
、
北
海
道
森
林
管
理

局

を
ご
覧
下
さ
い
。 

広報 「北の森林
も り

 国有林」2 月号 

発行 林野庁北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 
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ＩＰ電話 050-3160-6300 
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グラップルとフォワーダ集材 
の作業を見学する参加者 

日本に 1 台の 
フランス製製材機械 

施設の説明を 
受けている様子 
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